
Ville natale（ヴィル ナタール）

フレンチで地域の魅力をつなぐプロジェクト
～「住んでよかった田舎、帰りたくなるふるさと」となるように～



自己紹介



実現したい将来の地域の姿

住んでよかった、
帰りたくなるふるさと・西条へ



SDGsとの関連性

目標２　飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、
持続可能な農業を促進する

目標12  持続可能な生産消費形態を確保する

目標14  持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続
可能な形で利用する



実施背景・地域の現状



実施内容

・第一回目
農業者グループ「たべとうみん」
（※）と連携します。
「たべとうみん」のメンバーが手
塩にかけて栽培した、米、卵のほ
か、野菜、果物など四季折々の素
材を、Ville nataleが調理し、提供
します。
（※西条市・四国中央市の若手女性農

①生産者の方を交えた試食・交流会の開催

②西条市ならではの原材料を使った新メニュー開発と生産者の
名前を入れた提供の開始



たべとうみん試食・交流会



たべとうみん　

収穫体験・試食会　



実施内容
③子ども達の【食、職、地域】への気持ちを向上させるための
　「収穫体験・実食」イベント開催とSNS等での情報発信

・第一回目（8月5日）
【Ville natale×丹原高校　試食・交流
会】
国際基準「グローバルGAP」取得のブド
ウをはじめとする丹原高校園芸科学科の
質の高い果物や野菜を、フレンチのコー
スに仕立て、丹原高校生12名が試食。
シェフから見た西条市や地域食材の魅力
を伝え、高校生と意見交換をしました。



収支計画

①現在、Ville nataleで使用している冷蔵庫
は、お店の規模に対して小さめです。客足が
伸びたことで材料の在庫確保を多く保つこ
とや、今後お店を広げていくためにも、今
よりも大きい冷蔵庫を購入したいと考えて
います。

②食器や備品は、開業当初に用意した物を
使用していますが、料理のバリエーションの
増加や今回新メニューの開発をするにあた
り、買い足したいと考えています。

項　目 金　額
SIB事業支援金（出資金） 500,000円
自己資金 100,000円

合計 600,000円

（収入の部） （支出の部）
項　目 金　額

冷蔵庫代 80,000円
食材費 50,000円
食器代 50,000円
その他；現在実施中 420,000円

合計 600,000円



成果目標
① 生産者とのネットワーク形成：
　生産者を交えた試食・交流会を2回開催する。

② 生産者の顔が見えるメニューの提供：
　10名以上の生産者とのネットワークを作り、
　西条市ならではの原材料を使った新メニュー
　開発と生産者の名前を入れた提供を開始する。

③ 食育・地域への愛着度向上：
　子供たちの「食・職・地域」への気持ちを向上
　させるための「収穫体験・実食」イベントを2回
　開催し、SNS等で発信する。



ちろりん農園訪問



出資特典

当店のメニュー10％オフチケット



期待される効果

・西条市で暮らす方が、自分達の地域の
　魅力を再発見する
・生産者の方への貢献
・食の大切さ、この地域への愛着を持つ
　子どもを育てる
・みんながWIN-WINの関係性



メッセージ
～「住んで良かった田舎、帰りたくなるふるさと」を目指して～

Ville nataleという店名は、「故郷・ふるさと」という意味です。
西条市で暮らす子ども達が、将来「このまちをふるさととして自慢したく
なる、帰ってきたくなるまちにしたい」という想いを込めて、お店づくり
を行っています。
国内外の各地での生活を体験した私達は、若い時こそ外の世界へ出ていく
べきだと考えています。
外の土地での空気感や匂いなど、現地の体験を受けること、様々な刺激を
受けることで成長に影響をもたらすと考えているからです。
そして、様々な経験を積んだ後、ふるさとに戻ってくる人を増やしたいと
考えています。

西条市がそんな「帰りたくなるふるさと」となる
ように、私達の活動がそのきっかけの一つとなる
ことを目指して、尽力してまいります。


